
いちごドリルプリント

九州地方 名前

問1 日本の諸地域の気候を比較したとき、那覇市の平均気温や降水量の特色について説明したものとして、最も適切なものはどれですか。 （2024年

栃木県公立入試 類似）

1. 年間の平均気温は福岡市などの九
州地方の都市よりも低くなるが、梅
雨や台風の影響で年間の降水量は非
常に多い。

2. 亜熱帯に近い気候のため、年間の
降水量は日本で最も少ない部類に入
る高松市よりも、すべての月におい
て下回ることはない。

3. 年間を通じて気温が高く、１月と
７月の平均気温の差は、内陸に位置
する松本市などの都市と比べて小さ
い。

4. 夏と冬の気温差が非常に大きく、
札幌市などの北日本の都市と同様に
、冬の降水量が１年の中で最も多く
なる。

問2 鹿児島県を中心に分布する火山活動の噴出物によって形成されたシラス台地において、古くから稲作よりもサツマイモなどの畑作や畜産が中心
となってきた理由として、土壌の性質を説明したものとして最も適切なものはどれか。 （2019年 三重県公立入試 類似）

1. 土壌の粒子に隙間が多く水はけが
非常に良いため、水田に必要な水を
確保しにくいから。

2. 土壌の養分が過剰に含まれており
、稲が病気にかかりやすいから。

3. 土壌に塩分が多く含まれており、
稲の成長を妨げる性質を持っている
から。

4. 土壌が非常に硬い岩盤でできてい
るため、農具で耕すことが困難だか
ら。

問3 福岡県の工業出荷額の内訳を、1970年と2010年で比較した際に読み取れる特徴として、正しい記述はどれですか。工業の種類は「鉄鋼・石油
などの基礎素材」「自動車・テレビなどの加工組立」「衣食住関連」の3つに分類するものとします。 （2019年 神奈川県公立入試 類似）

1. 1970年時点では基礎素材製品の
割合が大きかったが、2010年には自
動車などの加工組立製品の重要性が
相対的に高まった。

2. 1970年から2010年にかけて、出
荷額の合計が減少したため、すべて
の項目において出荷額の実数が減少
した。

3. 2010年時点でも依然として基礎
素材製品の出荷額が全体の8割以上を
占めており、1970年からの構造変化
は見られない。

4. 1970年には加工組立製品が中心
であったが、2010年には資源価格の
高騰により基礎素材製品の割合が逆
転して上昇した。

問4 長崎県は複雑な海岸線を持つことから、入り江などを網で仕切って魚を育てる「海面養殖」が盛んです。2008年から2013年にかけて、長崎県
ではぶり、まぐろ、ふぐなどの様々な魚が育てられていますが、これらと並んで生産額の多くを占めている代表的な魚種を選択肢から選んでく
ださい。 （2017年 京都府公立入試 類似）

1. ほたてがい 2. まだい 3. かつお 4. さけ

問5 日本の茶の生産量に関する統計において、1位の静岡県（約38％）に次いで、全国の約3割（約31％）を占める鹿児島県では、ある特殊な地形を
利用して茶の栽培が盛んに行われています。この地形の名称と農業上の特徴の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2020年 広島県公立入試

類似）

1. カルデラと呼ばれ、火山が噴火し
てくぼんだ地形を利用して大規模な
稲作が行われている。

2. シラス台地と呼ばれ、水はけが良
い性質を利用して茶やサツマイモな
どの畑作が行われている。

3. 三角州と呼ばれ、河口付近に砂泥
が積もった平坦な土地を利用して米
の二期作が行われている。

4. 扇状地と呼ばれ、川が山地から平
地に出る場所に堆積した土砂を利用
して果樹園が作られている。

問6 九州地方の農業統計において、肉用牛の飼育数が約32万頭と突出して多く、温暖な気候を活かした畜産業と、ビニールハウスなどを活用した野
菜栽培を組み合わせた農業が行われている県はどこか。 （2019年 北海道公立入試 類似）

1. 福岡県 2. 鹿児島県 3. 大分県 4. 宮崎県

問7 熊本県に位置する阿蘇山では、大規模な噴火によって地下のマグマが噴出した後、地表が陥没して「カルデラ」と呼ばれる地形が作られました
。この地形の利用や特徴について説明したものとして最も適切なものを選びなさい。 （2016年 三重県公立入試 類似）

1. カルデラ内には広大な草原が広が
り、牛や馬の放牧が行われている。

2. カルデラの急斜面を利用して、大
規模な稲作や果樹園が展開されてい
る。

3. カルデラの周囲は火山灰が堆積し
たシラス台地となっており、サツマ
イモ栽培が盛んである。

4. カルデラの底部には常に水が溜ま
っており、巨大な湖としてのみ利用
されている。

問8 安価な外国産牛肉の輸入量が増加し、国際的な産品との競争が激しくなる中で、宮崎県の畜産農家が進めている取り組みとして適切な説明はど
れですか。 （2022年 宮城県公立入試 類似）

1. 牛肉の生産を段階的に縮小し、す
べての農地を輸入の影響を受けにく
いサトウキビ栽培に転換する。

2. 大規模な機械化によって生産コス
トを輸入牛肉よりも低く抑え、価格
の安さで勝負する。

3. 「宮崎牛」などの名称でブランド
化を推進し、品質の高さや安全性で
輸入品との差別化を図る。

4. 海外の安い飼料を使わず、国内産
の高級な牧草のみを使用することで
、販売価格を輸入品の10倍以上に設
定する。

問9 日本列島周辺の海底地形のうち、九州地方の西側にある東シナ海の特徴を説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2016年 岡山県公立入試

類似）

1. 周囲を急峻な斜面に囲まれた、非
常に深い盆地状の地形が中心となっ
ている。

2. 大陸から続く水深200m程度まで
の平坦な海底が広がっており、好漁
場となっている。

3. 水深6000mを超える細長い溝状
の地形が続き、プレートの沈み込み
帯となっている。

4. 海岸沿いに砂が堆積してできた砂
州が発達し、巨大なラグーンを形成
している。

問10 九州地方の南部に広がる「シラス台地」では、土地の性質上の理由から古くより大規模な稲作を行うことが困難でした。このような地理的条件
を背景として、この地域で特に発展した農業の形態を説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2023年 和歌山県公立入試 類似）

1. 土壌が肥沃で水もちが良いため、
大型機械を導入した大規模な米の単
作が行われるようになった。

2. 冬でも温暖な気候を活かし、平野
部全体にビニールハウスを設置して
メロンの促成栽培に特化した。

3. 水はけが良すぎるという土地の性
質を考慮し、牛や豚、鶏などを育て
る畜産が盛んになった。

4. 夏の冷涼な気候を活かして、レタ
スやキャベツなどの高原野菜を栽培
するようになった。

問11 1980年から2000年にかけての九州地方における工業出荷額の内訳の変化について説明した文として、最も適切なものはどれですか。 （2016年

神奈川県公立入試 類似）

1. 鉄鋼や化学などの基礎素材型産業
の割合が減少し、電気機械などの加
工組立型産業の割合が増加した。

2. 加工組立型産業が海外移転により
衰退し、再び鉄鋼や化学などの重化
学工業が中心となった。

3. 石油化学コンビナートの増設によ
り、化学工業の出荷額が電気機械の
出荷額を大きく引き離した。

4. 食料品などの生活関連型産業が急
増し、工業出荷額において電気機械
を上回り首位となった。

問12 宮崎県の産業構造や農業の特徴について述べた文として、統計的な背景から判断して最も適切なものはどれですか。 （2023年 沖縄県公立入試 類似）

1. 温暖な気候や広大な土地を背景に
、農業産出額の半分以上を畜産業が
占めており、製造業よりも第1次産業
の比重が相対的に高い。

2. 瀬戸内工業地域の一角を担ってお
り、化学工業や機械工業などの製造
品出荷額が、農業産出額を大幅に上
回っている。

3. 急峻な傾斜地を利用した段々畑に
おいて、みかんやいよかんなどの果
樹栽培が盛んで、農業産出額の大部
分を占めている。

4. 亜熱帯の気候条件を活かし、サト
ウキビやマンゴーなどの商品作物の
栽培と、冬の温かさを利用した観光
業に特化している。


